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Abstract 

Although salivary alpha-amylase (sAMY) has been considered to reflect sympathetic nervous activity, whether the 

measurement of the activity using a recently developed hand-held monitor (Amylase monitor, Nipro Co., Ltd.) 

really serves as an easy-to-use index for stress remains to be elucidated. The aim of this study was to evaluate the 

relationships between psychological factors, such as mental arithmetic stress or relaxation, several kind of mood 

status, and sAMY activity using the hand-held monitor in a total of 70 university students. The subjects were 

randomly divided into 2 groups and simultaneously participated in experiment sessions in which either the 

Uchida-Kraepelin test as mental arithmetic stress or autogenic training as relaxation was practiced for 10 min each. 

This procedure was repeated after changing the assignment of groups in order that the subjects would have each 

kind of experiment. We measured sAMY activity before, 5 min, and 10 min after the experiment. The subjects 

were also required to assess their mood status using the Profile of Mood States (POMS) before and after the 

experiment sessions. The subjects showed a tendency of a decrease in sAMY activity following relaxation, but not 

following mental arithmetic stress. Such a tendency seemed to reflect the results of females rather than those of 

males. There were significant interaction effects between the groups and the sessions regarding the 

Tension-Anxiety, the Depression-Rejection, the Fatigue, and the Confusion scores of the POMS. The results 

indicated the effect of relaxation. No significant relationships were observed between the sores of the POMS and 

the levels of sAMY before and after the sessions not only in the mental arithmetic stress group, but also in the 

relaxation group. In conclusion, the measurement of sAMY activity using the hand-held monitor may be a useful 

marker of relaxation. 

Key words: stress, relaxation, alpha-amylase, saliva. 

(Journal of Health Science, Kyushu University, 33: 27-32, 2011) 

九州大学健康科学センター Institute of Health Science, Kyushu University 

＊連絡先：九小卜1大学健康科学センター 〒816-8580 福岡県春日市春日公園 6-1 Tel&Fax: 092-583-7860 
*Correspondence to: Institute of Health Science, Kyushu University 6-1 Kasuga-koen, Kasuga, Fukuoka 816-8580, Japan 
Tel/Fax: +81-92-583-7860 E-mail: irie@ihs.kyushu-u.ac.jp 



28 
健康科学第 33巻

はじめに

現代ほど，ストレスという言葉が頻繁に飛び交う時

代は，かつてなかったといっていいであろう。社会人は

勿論のこと，児童や学生も普通にストレスという言葉

を日常で用いている。そのため，大学生においても，コ

ミュニケーションやストレス対処行動の問題を有する

者や，無気力，引きこもり，留年などのストレス状態に

ある者の増加などが報告されている 1,2)。就学や就労な

どで多種多様な人と交わったり，あるいは生活を営ん

でいく限り，ほとんどの人にとってストレスは避けて

通れない問題となる。しかし，ストレスは必ずしも悪者

ではなく，パフォーマンスや健康に好ましい結果をも

たらすこともある。ハンス・セリエが述べているよう

に， 「人生のスパイス」にもなりうる 3)。そのため，ス

トレスに対しては，過大にならないように上手く付き

合う（コントロールする）心がけが大切である。

ストレスと上手く付き合うためには，まず自分のス

トレスをできるだけ客観的に知る必要がある。その一

方法として，急性ストレス反応の中心となる交感神経

活動を反映する唾液中の a —アミラーゼ（以下，アミラ

ーゼと略）活性の測定が注目されている 4,5)。近年開発

されたニプロ（株）アミラーゼモニター（旧ココロメ

ーター）では，非侵襲的，簡便かつ短時間 (1分程度）

で唾液アミラーゼ活性を測定することができる 6,7)。こ

れを用いた研究で，車の運転 8)やジェットコースター9)

などの様々なストレス負荷で，唾液アミラーゼ活性が

増加することが報告されており，設備や機器などを必

要としない簡便なストレス負荷として，内田・クレペ

リン検査叫こよる計算負荷 11)や角膜移植手術のビデオ

視聴 12)などでも，唾液アミラーゼ活性の上昇がみられ

るとの報告もある。しかし，ストレスとの関連を認めな

い報告 13,14)も少なからずみられるため，さらなる検証

が必要である。そこで我々は，先行研究 15)で，大学生に

ストレス負荷として人前での調査研究発表課題を与え，

そのプレゼンテーション前後での唾液アミラーゼ活性

を，緊張度の変化とともに検討した。その結果，アミラ

ーゼ活性の有意な変化はみられず，人前でのプレゼン

テーションは，アミラーゼの十分な上昇を促すほどの

ストレスになり得なかったことが示唆された。そのた

め，より強いストレス条件での再検討を要するものと

考えられた。

一方，ストレスと上手く付き合うためには，ストレ

スを軽減させるようなリラックスも大事である。唾液

アミラーゼについても，香り 16)やアロママッサージ 17)'

緑地 18)'森林浴 19)' きれいな景色のビデオ視聴 12)など

のリラックスによって，アミラーゼ活性が低下するこ

とが報告されている。しかし，より一層心身の健康を保

っためには，ストレスを軽減させるだけでなく，スト

レス耐性を高めるようなリラクセーションが有用であ

る。これまでに様々なリラクセーション法が開発され

ているが，なかでもドイツの精神科医の Schultzによっ

て開発された自律訓練法 (autogenictraining)がよく知

られている 20)。現在，医学や心理学など様々な分野で

活用されており，簡便かつ効果的な，日常生活で有用

なリラクセーション法である。

そこで，今回の研究では，大学生を対象として，唾液

アミラーゼ活性を上昇させることが報告されている内

田・クレペリン検査を用いた計算によるストレス負荷

と，これまで実施されていない自律訓練法によるリラ

クセーションを同じように施行して，唾液アミラーゼ

活性にどのような影響を及ぼすのかを比較検討した。

対象と方法

某大学における心理学的健康をテーマとした授業を

受講した大学生を調査対象とし，授業の一環として本

研究を実施した。唾液アミラーゼ活性の測定方法を指

導した後に，学生を無作為に 2つにグループ分けして，

クロスオーバーデザインにより，一方のグループには

内田・クレペリン検査による計算ストレスを与え，他の

グループには自律訓練法によるリラクセーションの誘

導を行った。どちらも 10分間別々の部屋で同時に実施

し，前，5分後， 10分後（終了時）に，アミラーゼモニタ

ーを用いて唾液アミラーゼ活性を測定した。さらに，内

田・クレペリン検査と自律訓練法の前後で，緊張・不安，

抑うつ・落ち込み，怒り・敵意，活気，疲労，混乱など

を表すProfileof Mood States (POMS)の30項目版 21)に

よる主観的な清動の評価を行った。内田・クレペリン

検査と自律訓練法は教員が実施し，唾液アミラーゼ活

性の測定は，各グループのなかで同性のペアを設けて，

ペアの一人が測定することにした。内田・クレペリン

検査は，簡単な一桁の足し算を連続して行う心理検査

であり，性格や適性などの評価に用いられることが多

ぃ 10)。本研究では，計算による精神的ストレス負荷の

ために使用し，時間を 10分間に制限した。自律訓練法

は，標準練習の重感のみを誘導した。そして，グループ

全員の測定を行うために，ペアの役割を入れ替えて同
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じプログラムを実施した。さらに，学生全員がストレス

負荷とリラクセーションを経験するために，内田・クレ

ペリン検査と自律訓練法のグループを入れ替えて，同

様な 2回の手技と測定を行った。調査対象学生は 70名

（男性46名，女性24名）で，年齢は 21.2士2.5歳 (mean

士SD) であった。

統計解析は， SPSS(17.0 J for Windows)を用いて， 内

田・クレペリン検査と自律訓練法の前， 5分後， 10分後の

アミラーゼ活性の変化についてはFriedman検定を実施

し，結果は箱ひげ図で示した。 POMSに関しては，内

田・クレペリン検査と自律訓練法の前後の標準化得点

(T得点）に関して， 二元配置分散分析を行った。さ

らに，POMSのT得点とアミラーゼ活性との関係につい

て， Spearman順位相関係数を求めた。全て両側検定を行

い，有意水準は5%以下とした。

なお，本研究を実施するにあたり，九州大学健康科

学センター倫理委員会の承認を受けた。さらに，研究の

趣旨や， 協力しない場合でも何ら不利益が生じないこ

とについて，受講生に対して紙面と口頭による説明を

行い，協力者から署名による同意を得た。

結果

唾液アミラーゼ活性の初期値は 3-167KU/Lの範囲

であり，正規性に関する Kolmogorov-Smimov検定では

正規分布に従わないものと判断された。一方，POMSの

得点は，多くの項目で正規分布に従うものと解された。

また，男性と女性とでアミラーゼ活性には有意差はな

かった。アミラーゼ測定でエラーとなったり，測定時間

が遅くなった場合を除くと，内田・クレペリン検査の前

後で経時的にアミラーゼ測定ができた学生は 46名
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Fig 1. Salivary alpha-amylase activity before and after 

Uchida-Kraeperin test. 

（男性30名，女性 16名），自律訓練法の前後で経時的

にアミラーゼ測定ができた学生は 51名（男性 36名，女

性 15名）であった。このうち， POMSを実施できた学

生は，内田・クレペリン検査で40名（男性25名，女性

15名），自律訓練法で 46名（男性 31名，女性 15名）

である。

内田・クレペリン検査による計算ストレス負荷では，

唾液アミラーゼ活性は負荷前と比べて負荷後にわずか

に中央値の上昇がみられたが，有意な変化はなかった

(x 2=0,143, p=0.931, Fig. 1)。一方，自律訓練法による

リラクセーションでは，アミラーゼ活性が低下する傾

向が認められた (x2=5,410, p=0.067, Fig. 2)。

ちなみに，性別による検討では，男性よりも女性の

方が変化しやすく，女性は自律訓練法でアミラーゼ活

性が低下する傾向を認めたが (X2=4,983, p=0.083) , 男

性では変化がなかった (X2=3,929, p=0.140)。内田・

クレペリン検査では，男性 (X2=1,237, p=0.539) , 女性

(X 2=1,500, p=0.472) ともに変化はみられなかった。

一方， POMSによる各種の情動の変化では， 2通りの

介入法と時間経過に関する交互作用は，緊張・不安

(F=20.729, p=0.000, Fig. 3), 抑うつ・落ち込み(F=5.904,

p=0.026, Fig. 4) , 怒り・敵意 (F=2.574,p=0.127, Fig. 5) , 

活気(F=l.989,p=0.177, Fig. 6), 疲労(F=l3.332,p=0.002, 

Fig. 7) , 混乱 (F=l0.532,p=0.005, Fig. 8)であり，怒り・

敵意と活気以外の項目で有意であった。抑うつ・落ち

込み (F=4.679,p=0.045)では時間経過，活気 (F=l9.325,

p=0.000)では介入法に関して，有意な主効果も認めた。

しかし，内田・クレペリン検査，自律訓練法のどちらも，

前後の各種情動とアミラーゼ活性とに有意な順位相関

関係はなかった。
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Fig 2. Salivary alpha-amylase activity before and after 

Autogenic training. 
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Fig 3. Changes in Tension-Anxiety scores of POMS before 

and after Uchida-Kraeperin test (UK) and Auto genie 

training (AT). 
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Fig 4. Changes in Depression-Rejection scores of POMS 

before and after Uchida-Kraeperin test (UK) and 

Autogenic training (AT). 
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Fig 5. Changes in Anger-Hostility scores of POMS before 

and after Uchida-Kraeperin test (UK) and Autogenic 

training (AT). 
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Fig 7. Changes in Fatigue scores of POMS before and after 

U chida-Kraeperin test (UK) and Auto genie training 

(AT). 
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Fig 6. Changes in Vigor scores of POMS before and after 

Uchida-Kraeperin test (UK) and Autogenic training 

(AT). 
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Fig 8. Changes in Confusion scores of POMS before and 

after Uchida-Kraeperin test (UK) and Auto genie 

training (AT). 
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考察

これまでのストレスと唾液アミラーゼ活性に関する

研究は，総じて様々なストレス負荷時のアミラーゼの

上昇について検討したものが多く，リラックスに伴う

アミラーゼの低下を検討した報告は少ない 11-19)。しか

も，ストレス負荷かリラックスのどちらかの影響につ

いて調べており，同一人に対して，ストレス負荷とリ

ラックスを行って比較した研究は，我々の知る限りで

はあまりないように思われる。簡単かつ一時的なリラ

ックスではなく，体系づけられたリラクセーションに

関する研究もほとんどみられない。今回の研究では，そ

うしたこれまで十分に解明されていない事項について

検討を加えた。

また，異なる介入を同一人に実施してその効果をス

トレスマーカーで比較する場合，介入の順序は無視で

きない問題である。例えば，簡単な作業を負荷する場

合であれば，最初の緊張が強くても慣れるに従って低

下し，ストレスマーカーも減少しやすいものと思われ

る。それに対して，困難かつ見通しがつきにくいよう

な作業を負荷する場合などは，時間が経過するほどス

トレスマーカーが上昇することも考えられる。あるい

は，集団への慣れや逆の緊張などでも，ストレスマー

カーは変動しうる。そのため， 1回目の介入の初期値や

2回目の介入の初期値が修飾を受ける可能性があり，

異なる介入を同一人に行う場合，介入の順序が測定値

に及ぼす影響をできるだけ取り除くことが必要である。

そうした事柄を考慮して，今回の研究では対象を 2つ

のグループに分け，クロスオーバーデザインによって

2通りの介入をグループを入れ替えて同時に実施し，

介入の順序の影響を相殺することにした。

そのように配慮して行った調査ではあったが，期待

に反して唾液アミラーゼ活性には有意な変化がみられ

なかった。特に，計算ストレス負荷では，報告されてい

るようなアミラーゼ活性の上昇はなかった。それに対

して，リラクセーションでは，アミラーゼ活性が減少

する傾向を認めた。

好ましい香りなどの，手軽かつすぐに効果が期待で

きるリラックスと比べて，リラクセーションは習得に

時間がかかることが多いが，習得した際に得られる効

果は大きい。今回実施した自律訓練法では，個人差はあ

るものの，一般に標準練習における重感や温感の習得

だけでも 1-2ヶ月を要するとされている 20)。しかし，

我々の研究では，初心者に対して自律訓練法を誘導し

ても，初回から手の皮膚温の上昇や不安の低下，リラ

ックス感などが得られることを認めた 22)。今回の研究

も，そうした初回の効果を期待したが， POMSの緊張・

不安，抑うつ・落ち込み，疲労，混乱の有意な交互作用

からは，ある程度リラクセーション効果があったもの

と思われた。しかし，POMSと比べてアミラーゼ活性に

関しては，十分な変化が得られなかった。

今回，ストレス負荷やリラクセーションでアミラー

ゼ活性の有意な変化が得られなかった理由としては，

まず，我々のこれまでの調査 15,23,24)や他の報告 11-19)と同

様に，アミラーゼの個人差が大きく，個人内変動も少

なくないことから，統計的に有意となる程の検出力が

なかったことが考えられる。次に，学生全員がアミラ

ーゼの測定が初めてであったため，測定手技や測定時

間にばらつきが生じた可能性がある。我々の他の調査

23)のように，同じ人が同じ手技で測定することが，測

定誤差を少なくするためには望ましいが，授業という

制約のなかで同時に多数の学生のアミラーゼを測定す

るため，今回はペアによる測定を行った。次に，唾液採

集が自分ではなく，他の人であったことによる抵抗感

が測定値に影響を与えたことも考えられる。異性間で

は緊張が高まりやすいため，同性によるペアを組んだ

ものの，他の人によって唾液を採取されることで緊張

を招いた可能性は否定できない。その他，計算ストレ

ス負荷でアミラーゼ活性が有意な上昇を示さなかった

理由として，これまでの学習で計算慣れしている大学

生にとって，計算は一般人ほど強いストレスにはなら

なかったことも考えられる。

今回の調査結果は，ストレスやリラックスと唾液ア

ミラーゼ活性に関するこれまでの報告を積極的に支持

するものではなかったが，リラクセーションによるス

トレス低減が，唾液アミラーゼ活性の低下に結びつく

可能性が示唆された。今後，さらに厳密な条件下での詳

細な検討が望まれる。
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